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夢、私たちに。
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母から子へ

深空　服部　知子

　今年の４月から、我が家の娘が

幼稚園に通い始めた。朝の支度に

時間がかかり、涙の日もあり、車

で送ることが多かったが、ある日

「おかあさん、きょうは歩いてい

こうよ！」と娘の提案で歩いて

行った時のこと。車に乗っていて

はわからない、花の香り、風のそ

よぎ、川のせせらぎ、陽の強さを、

心と体でしっかりと感じた。自然

の中を一歩ずつ進めば、そこに自

分の存在を感じられる。こんなに

近くにあった自然の力に改めて

驚き、見つめ直し、また歩み寄り

たいと思う。

　自分が母になり、子供だった頃の

ことを思い出す。夕焼けがきれいだ

から、紫陽花が咲いたから見てごら

んと教えてくれたのは、いつも母

だった。日々の暮らしの中で、幸せの

かけらを私も娘に伝え大切にしてい

きたいと思う。そんな気持ちを持た

せてくれた母に感謝している。

今こそ協力を

三日市場　太田　直樹

　私は今、地元白馬のケーブルテ

レビの仕事をしています。　仕事

柄、取材等で様々な人と接する機

会を得て、多くの話が聞けること

を嬉しく思っています。

　そんな中、先日取材先のある方

から、「こんなに素晴らしい山や

自然があるのに、村民が一番それ

をわかっていない。観光に来る人

が白馬に求めているのは、日常の

喧騒を離れた非日常。ニーズがわ

かれば、足りないものが見えるの

では。」という話を聞きました。　

私は耳が痛かった反面、これだけ

白馬を思ってくれる人がいる事

実を嬉しく思いました。

　私を含め、白馬が好きで戻って

きた同年代が数多くいる現状、協

力することでマンパワーは確保

できるはず。　人との関わりあい

が面倒といった風潮がある昨今

ですが、今こそ協力し合うときな

のではないでしょうか。

常に挑戦

森上　松澤　一

　若い頃は、何でもやって見よ

うと、興味もあり、常に物事を前

向きに捉え、又、実行していた私

が、今、この年になると、一歩下

がり、慎重に物事を考え、又時に

は、悲観的、消極的に考えてしま

う、この現実、この現象は、人間

誰しもそうなのだろうか?子供

には、若い内に何にでも、経験や

体験をしてもらいたい。それが、

きっと必ず将来何らかの形で役

に立つという自分。確かに、今思

うと無駄なことをしたり、遠回

りしたかもしれない。しかし、過

去の経験が今の自分にあると確

信している。もっと多くの物事

に、新しい物を経験して、又常に

挑戦して前向きに考え、実行し

ていきたい。それが、年をとらな

いという事なのかもしれない。

もう一度今、若者に提案します。

若者よ、失敗を恐れず、常に挑戦

だ。
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